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　ただ今、ご紹介をいただきました東京書籍の
社長をしております河内義勝と申します。今朝は
大変冷え込みましたが富士山がすっきりと見える
ほど素晴らしい天気になりました。この贈呈式に
大変ふさわしい天候になりまして、私どももほっ
としているところでございます。主催者を代表い
たしましてお祝いの言葉とご挨拶を申し上げたい
と思います。
　まずは、このたび第 23 回の東書教育賞に応
募され受賞されました先生方、誠におめでとうご
ざいます。心よりお喜びを申し上げます。また、
本日は大変ご多忙中にもかかわらず、この贈呈
式にご出席いただきましたことを厚く御礼を申し
上げる次第でございます。
　昨年は参議院選挙での与野党の逆転、安倍
総理の突然の辞任、そしてまた福田新総理の新
たな誕生など大きな変動がございました。また、
年金問題が大変な社会問題となりまして、さら
に老舗による商品表示の偽装問題、防衛省の官
民癒着の事件などが相次いで発覚いたしました。
新年を迎えても、私ども教科書会社とも関係の
ある製紙会社でも商品の偽装が明るみに出るな
ど、日本の社会全体の品格というものが低下し
てしまったのではないかという思いがいたします。
　教育の問題でございますが、昨年の４月に行
われました全国学力学習状況調査の結果が、皆
さんご存じの通り10 月に公表されました。続き
まして、ＯＥＣＤの学習到達度調査、いわゆる

PISA の結果が 12 月に公表されるなど、この日
本の学力問題がマスコミにも多く取り上げられた
ところでございます。
　このような状況のなかにおきまして、中央教育
審議会が「幼稚園、小学校、中学校、高等学
校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
について」と題する答申をまとめまして、１月17
日に渡海文部科学大臣に提出したところでござ
います。この答申を受けまして文部科学省はこの
３月までに小学校、中学校の新しい学習指導要
領を告示し、小学校は平成 23 年度から、中学
校は平成 24 年度から完全実施される予定でご
ざいます。
　また、学力問題への早急な取り組みを要望す
る声が大変強いということから、平成 21 年度か
らは移行措置に入り、算数、数学または理科に
ついては可能な範囲で先行して実施する方針を
大臣が表明しているところでございます。今回の
答申内容でございますが、教育基本法の改正と
学力問題への対応がテーマになっていることろで
ございますが、今後の日本の社会や日本人のあ
り方を提言した重要な内容になっているのでは
ないかと思っております。
　また、答申には新しい学習指導要領の指導体
制の確立や教科書の充実といった教育条件の整
備等を伴って、円滑かつ確実に実施されるよう
中央教育審議会として注視するということが記載
されているように、答申された内容をいかに具体
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化して実行していくことが重要であり、それは社
会全体の責任であると考えているところでござい
ます。わが社を含めました教科書業界全体も大
きな役割と責任を背負っております。わが社にお
きましても、中教審の提言でもございます質と量
の両面での充実を図った教科書づくりに最大限
の努力を傾注してまいりたいと決意をしていると
ころでございます。
　さて、この東書教育賞はおかげさまで、今年
で 23 回目を迎えました。これまでも大変素晴ら
しい研究と実績を残されました先生方が受賞さ
れてまいりました。今年も本日受賞されました先
生方をはじめとしまして、全国から多くの素晴ら
しい研究論文を頂戴いたしました。
　このような先生方が全国に大勢おられること
が、私は日本の教育の強さであり、また原点で
あると考えております。東書教育賞は現場の先
生方に研究論文の発表の場を提供し、すぐれた
実践や研究を広く教育現場に紹介して教育の世
界に貢献するという目的をもって、1984 年に創

設されたものでございます。来年の 2009 年には
私どもの社は創業 100 周年を迎えます。
　また、東書教育賞も第 25 回、四半世紀という
大変、記念すべき年を迎えることになります。先
生方におかれましては、今後とも引き続き東書教
育賞をご支援いただきまして、また回りの先生方
にも是非お声をかけてご紹介をしていただけれ
ば大変幸いだと思っております。
　最後になりましたが、本日は大変お忙しいとこ
ろお時間を割いていただき、第１次審査から最
終審査までご指導をいただきました、今日はご
都合で欠席でございますが奥田先生をはじめ、
坂元先生、多くの審査員の先生方、そしてまた
東京教育研究所の先生方に対しまして、この場
をお借りしまして厚くお礼を申し上げる次第でご
ざいます。また本日ご出席いただいております報
道関係の皆様にも感謝申し上げまして、簡単で
はございますが、ご挨拶に代えさせていただき
ます。本日はおめでとうございました。

第 23 回「東書教育賞」の審査を終えて 

Ａ部門審査委員長　奥田眞丈先生

　受賞されました先生方、心よりお祝いを申し上
げます。この東書教育賞も今回で 23 回を迎えて
います。過去にさかのぼって応募者数の推移を見
てみますと、第 1 回の昭和 60 年度は 160 編でし
たが、その後毎回応募数を伸ばし、平成 17 年
度は 287 編、18 年度は 270 編、そして今回が
294 編となっております。このように多数のご応
募をいただくまでになったことは、「東書教育賞」
と小中学校全校に配付する「入賞論文集」が先
生方に浸透し、教育実践にご活用いただいてい
る結果と考え、大変感慨深いものがあります。

　今回の課題は「生き生きと学ぶ子どもを育てる
教育実践」となっております。授業が習得から
活用へと大きく転換しておりますが、学力の問題
は到達度ではなく学習意欲にあります。子どもた
ちが生き生きと学ぶことができるためには、教師
に何ができるか、それが問われています。これ
を正面から取り上げたテーマでございました。
　毎回この席でお話しておりますが、審査の基
準として共通に重視いたしましたのは、次の 3 点
であります。
　第一に、実践性の観点です。実践の結果に
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基づいて具体的に記述され、論じられているか。
これは当然のことと思われるかもしれませんが、
中にはこれを感じ取れない論文もあります。別
の言葉で言えば単に理論や概念が述べられてい
る、しかもその言葉はどこかでみたような言葉ば
かり並べられているというものが結構多いので
す。私たちは、論文の中に先生方と子どもたちと
の関わりや姿、子どもたちの変容が具体的に記
述されているかどうかということを、非常に重要
なポイントとして毎回審査にあたっております。
　第二に、創意工夫という観点です。子どもが
生き生きと学ぶことができるために、どのような
工夫がなされているかということです。
　第三に、一般性があるかという観点です。特
別な実践ではなく、誰にでも応用できるかどうか。
また、子どもの発達段階や適時性への配慮が十
分になされているか。あまりに特別な条件の下で
しかできない実践は評価できないということで
す。
　私どもは常にこの 3 点を意識しながら審査を
しておりますが、これは口で言うほど易しいこと
ではありません。特に創意性と一般性の二つは、
時に矛盾いたします。創意性があるからこそ一
般性が薄い、ということはあり得るわけです。逆
もまた真でありまして、この点は毎回審査会で論
議になります。
　その他、論文として体裁や、テーマと内容が
一致しているかどうか。理解しやすく表現されて
いるか。これまでの発表の状況、字数の制限な
どにももちろん留意して、慎重な審査をいたしま
した。
　では、A 部門の小学校について申しあげます。
　小学校の部には 175 編の応募がございました。
この中から、最優秀賞 1 編、優秀賞 2 編、奨励
賞 4 編の計 7 編を選定いたしました。
　最優秀賞には、兵庫県篠

ささやま

山市立大
おおやま

山小学校
の酒井達哉先生の「地域を愛する心を育み、自
信や良さの伸長を図る魅力ある授業作り」が選
ばれました。
　この実践は地域の特色を生かした総合的な学

習のカリキュラムを工夫して構成、実施すること
で、児童の自信や良さの伸長を図ることをねらっ
ています。
　児童は地域の自然を守るため、公共施設に地
域住民を招いて「大山の自然環境フェスタ」を開
催することを計画、それを目標に地域を学びの
場として多様な体験を積み重ね、友だちと協力し
合い、フェスタを成功させました。目的意識を高
め、意欲的に学習活動に取り組み、フェスタを
成功させたいという真剣な子どもたちの姿がよく
伝わってきます。計画が綿密であり、指導のねら
いは能力面でも態度面でも適切に設定されてい
ます。5 年生のみの計画ですが他への発展が期
待できる優れた論文です。
　優秀賞の一つには、山口県下

くだまつ

松市立下
くだまつ

松小学
校の浅村芳枝先生の「社会の変化に主体的に対
応できる子どもの育成をめざした家庭科」が選
ばれました。
　地球規模で起こっているさまざまな環境問題、
急速な情報社会の発達などにより、私たちを取
り巻く環境は大きく変化しています。この変化に
対応できる力の育成が期待されています。自分
の生活と世界や環境とのつながりを意識させるこ
とにより、地球社会の一員として正しく判断し、
行動することのできる力を家庭科の学習を通して
付けていくことができないかを考察、その力を
付けることは家庭科だけでは難しいため、家庭
科と総合的な学習の時間や他教科とを関連付け
て実践したものです。家庭科の目標達成のため、
社会、理科、総合等他教科の年間指導計画との
関連を明確にして授業計画を立て実践しました。
これこそ、生きる力が一人ひとりの児童に身につ
いたことが確信できるすばらしい論文です。
　もう一つの優秀賞には、鹿児島県鹿児島市立
和田小学校の田

た な べ

邉源
もと

裕
ひろ

先生の「『成りきり』社会
科学習のススメ」が選ばれました。
田邉先生の実践は、教科書や資料集などの「調
べ学習」中心の授業では、子どもたちの意欲も
トークダウンし、人々の思いや生き様にまで迫る
ことは難しい。そこで、かつお船や森林などの
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「現場」に行かなくても、学校の範囲内で「現場」
に近い状態にし、そこで「働く人」や「モノ」に
成りきる擬似体験を行い学習効果を上げるとい
うものです。社会科では、見学や体験を取り入
れることは一般的ですが、本実践では一歩進め
て、教室の中でできる擬似体験の場と手法を考
え出して良い成果を上げています。体験を基盤
体験と検証体験とに機能分類するなど極めてユ
ニークな論文です。
　次に、A 部門の中学校について申しあげます。
95 編の応募がございました。この中から、最優
秀賞 1 編、優秀賞 2 編、奨励賞 4 編の計 7 編
を選定いたしました。
　最優秀賞には、群馬県渋川市立古

ふるまき

巻中学校
の鈴木幸

ゆき

枝
え

先生の「意欲的に課題解決に取り組
む生徒の育成―マツ枯れ現象を題材に―」が選
ばれました。
　この実践は、地域の環境を見ると、あちこち
でマツ枯れ現象が見られる。しかし、ほとんど
の生徒はこれに気付いていなかったり、気付い
ていてもそれほど重要な問題とは捉えていない。
この問題に視点をあて、第 1 学年の顕微鏡使用
や植物のからだのつくりに関する学習後の発展
学習として「マツの気孔を使っての空気の汚れ調
べ」を導入したという内容のものです。マツ枯れ
という実際に見られる現象を学習材として見つけ
出したことが大変すばらしいことです。先生自身
の自然を大切にする心、自然を見る目など、力
量の大きさがよく分かる論文です。生徒の自然
保護に対する行動が持続することを期待します。
優秀賞の一つには、東京都三鷹市立第四中学校
の赤

あかおぎ

荻千恵子副校長先生の「読書会を活用して
教育活動をつなげる―副校長の挑戦―」が選ば
れました。
　生徒が自発的に本を読み、読書は楽しいこと
だと実感できる土壌を作りたい。副校長という立
場から、生徒、教職員や保護者・地域社会等、

学校の教育活動を構成している諸要素を活用す
るという視点でその方策を考えた実践です。副
校長という立場だからできる働きかけを学校教
育活動の一つとして位置づけ、教師との関連を
図りつつ「読書会」を立ち上げ、広げ、充実さ
せた実践は高く評価できます。副校長としての真
剣な取り組みが関係者の意識を高め共に考える
会へと発展させた功績は大きく今後の新たな展
開に期待します。
　もう1 点の優秀賞は茨城県守谷市立けやき台
中学校の中村進一先生の「学習意欲を喚起し持
続させる総合的な学習の時間の授業と評価」が
選ばれました。
　この論文は、「総合的な学習の時間」におい
て、学習意欲を喚起し持続させるための授業と
評価に関するもので、特に、評価基準を生徒と
教師が共有して評価できる授業、自己評価力を
高めるための具体的手立てを研究したものです。
総合的な学習に対する実践上の問題意識も適切
であり、改善の方途としての意欲喚起と自己評
価の手法も優れています。こうした確実な理論に
立った実践は有意義であり、他の参考となる点も
多い優れた論文です。
　いずれの論文を拝見いたしましても、今、現
場の先生方が、子どもたちにしっかりとした基礎
的・基本的学力を身につけさせることに、いか
に苦心なさっているかが分かります。他方、一人
一人の先生が、第一線で子どもたちを前にして、
いろいろと創意工夫をして、独自の指導技法を
編み出しておられるということを、はっきりと読
み取ることができました。
　どうか、東書教育賞に応募されたこの経験を
これからも生かしていただき、日常の授業の中
で、一人でも多くの子どもに、学ぶことの楽しさ・
面白さを味わわせていただくことを期待いたしま
す。これをもって審査概要の結びといたします。
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　受賞された先生方、おめでとうございました。
Ｂ部門のほうではＡ部門の評価の観点に加えて、
ＩＣＴといいますか、情報通信技術メディアをい
かに上手に活用されているかということと、そう
したテクノロジーがどのくらい広がるか、もっと
もっと広がっていくかということを加えて審査を
させていただいております。おかげさまで昨年
はＡ部門に対する応募の比率が６％でしたが、
今年は若干増えて８％になりました。大変喜ん
でおります。これからますますＢ部門の応募数
が増えていくことを願っておりますし、そのよう
に努力をしてまいりたいと考えているところです。
今日の受賞にご参加された先生方、７名いらっ
しゃいますが、６名がＡ部門で、Ｂ部門はおひ
とかたです。ということで、例年のことですが、
この１年間に起こったＩＣＴといいますか、情報
通信技術の教育活用に関する世界の情勢といい
ますか、状況を簡単にご紹介させていただく、
それを恒例としております。今年もちょっと短く
したいと思いますが、ご紹介させていただきた
いと思います。

　この１年間、私は 10 カ国ほどいろいろ回って
見てまいりましたけれども、世界各国、アフリカ
にしても、南アメリカにしても、ＩＣＴを教育に
利用するぞと一生懸命やっております。特にアフ
リカの場合はアフリカの教育大臣が集まってＩＣＴ
を中心テーマにした会議を開いて、去年が第１

回でしたが、頑張ろうとしている。そこにインド
とか中国とか、もちろん宗主国のヨーロッパの
国々が応援をしていく。応援があって頑張って
いるという状況が見られます。
　一方、先進国のほうでは、去年は韓国とかイ
ギリスのご紹介をしたわけですが、やはりいろ
いろな条件整備、インフラ整備が充実してまい
りまして、今やどのように効果的にそうした新し
い技術を活用するのか、そのためのサービスを
どうしたらいいかということに関心が集まってき
ております。特にこの１年、目立ったのはイギリ
スのカリキュラムオンラインや、韓国のＥＤＵＮ
ＥＴなどいろいろありますが、アメリカの動きが
急激でした。
　一部、例をご紹介申し上げますと、一つはベ
リゾン財団というものがありまして、そこでシン
クフィニティという教材の無料配布サービスシス
テムを動かしています。この教材の中身がとても
すばらしい。ご存じの理科ですとＡＡＡＳ、そ
れから数学の場合ですとＮＣＴＭ、経済の場合
ですとＮＣＴＡ、人文系だとスミソニアン、そう
したところの超一流の教育研究機関が用意する
教材をネットワークに乗せて無料でサービスをす
るということで、現在５万 5000 点くらいの教材
が入っておりまして、非常によく使われるようにな
りました。双方向のアプローチもできます。いつ
でもどこでもどんな授業の体制も、家庭でも学
校でも使えるということで、だいたい月平均 300

第23 回「東書教育賞」の審査を終えて

Ｂ部門審査委員長　坂元　 先生
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万件くらいの利用状況になっているわけです。
　もう一つだけ申し上げますと、ディスカバリー
チャンネルがありますね。あそこにディスカバリー
エデュケーションというファンデーションがあるん
ですが、そこがユナイテッドストリーミングという
システムを動かしております。先ほどのものもそ
うですが、これも連邦政府の標準カリキュラムと
か各州の標準カリキュラムに準拠しています。だ
から使いやすいということがあります。カリキュ
ラム準拠で、そして教材が、これも５万点くらい、
そのうちの 5000 点はビデオ教材、そのほかがビ
デオクリップのようなものを用意していまして、ブ
ログを付けてインタラクティブにサービスをすると
いうことをやっているわけです。ビデオ・オンデ
マンドになりますが、非常によく使われておりまし
て、現在 100 万人の先生が使い、3000 万人の子
どもが活用していて、効果も上がっているという
ことです。ただ、これは有料です。小学校で年
間 1500ドル、安いですね。高等学校で 2000ド
ルという値段ですので急激に使われた。この１年
の間です。そのほかにTeacher Tubeであるとか、
いろいろな Learning.comとか、いっぱいそうい
う教材をオンラインでサービスする。そのなかに
教員研修に使えるものも出てきているというのが
新しい動きです。
　イギリスは前回ご紹介したのですが、特にブ
レア政権からブラウン政権に代わり、同じ党の移
行ですけれども、ものすごい勢いで教育に対す
る考え方が変化しております。これはご案内のと
おりです。まず教育技能省という省だったものが、
これがなくなりまして、なんと、「子ども・学校・
家庭省」になりました。それと「革新・大学・技
能省」という高等教育、生涯教育関係の省にな
りました。このように分かれています。
　私たちの関心があるＤＣＳＦという新しいお役
所ですが、そこはそれまでが学校教育中心の教
育技能省でしたから、子どもを扱うにしても、教
育とか技能教育という学校教育という面から扱
うのです。福祉、法律、犯罪、医療など子ども
をめぐる社会の営みは山ほどあるわけです。そ

れがみんなばらばらであった。それを子ども・家
庭というところに集中して、子どもを中心にして、
あらゆる角度から子どもを中心にした教育をしま
しょう、育て方をしましょう、そして 21 世紀の子
どもを育てようという方針に変わりました。
　それを受けていろいろなＱＣＡ、ＢＥＣＴａ、
ＯＦＳＴＥＤ、ＮＣＳＬ、ＴＤＡなど、そういう取
り巻く政府の施策を推進していく機関が長を代
えたり、その動きに応じるように、子どもを家庭
と学校とでサポートして、丸ごとトータルな子ど
も、マスの子どもではなくて、一人ひとりの子ど
もを中心に育てていこう。そういう方向に調査活
動とか、いろいろなところが変わってきている。
　特にＢＥＣＴａなどに政府が調査を依頼しまし
た。ＢＥＣＴａというのは政府をサポートする調
査系の機関ですが、その調査によると家庭にコ
ンピュータを持っている子どもの学力成績はいい
し、それから親が学校に参画する、そういうと
ころで成績が上がっている。家庭と学校との連
携が子どもを支えているというデータが出てきて
おります。
　そこでＩＣＴの出番がある。そして、ＩＣＴを
使い、今度の９月からリアルタイムホームレポート
システムを全中学校から始めます。2012 年には
全小学校に広げます。全家庭からいつでもどこ
でも子どもの学力成績や出欠の状況、どんな行
動をしていたとか、あらゆることがアクセスでき
るようになる。個人情報との関係でどうなるのか
はらはらして見ているのですが、とにかくその勢
いで、ワーッと。新しい子ども・学校・家庭大臣
のナイトさんというのが、そういう話をしました。
そうやって体制がガーッと変わるんですね。日本
ではちょっと考えられないくらいの大きな変革で
す。実態はわかりません。お話でプランですから。
でも、ＢＥＣＴａの所長さんやいろいろな方々の
お話、ＴＤＡという先生を指導する養成機関の
責任者の話を聞くと、やはりそちらへ動いていま
す。そういうような状況が新たに生まれてきてお
ります。
　またＩＣＴを重視しなければいけないというこ
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とが、インタラクティブ・ホワイトボードと英国で
言いますが、日本では電子情報ボードですか、
それとかモバイルだとか、そういう新しいテクノ
ロジー、そういうものを使うとか。ゲームが出て
きたので、悪影響もあるけれども、それを上手
に教育に使おうということでイギリス政府がここ
１年くらい急激に力を入れ始めてきている。日本
もそれなりに頑張っています。校務を一生懸命
やらなければいけないとか、教育ＣＩＯとか、そ
ういうものでＩＣＴを上手に使う。いろいろな政
策が出てきているわけで、我々は大変楽しみに
しているわけです。

　さて、本題に帰りまして、今年は大変うれし
いことですが、５年ぶりに最優秀賞が出ました。
今日、おいでくださっております茨城県の日立市
立中里中学校の大地斉校長先生が技術家庭科で

「子どもたちの学習の振り返りから授業改善への
研究－10 年の歩み－」という、10 年の努力の積
み上げで、とてもすばらしい研究です。子ども自
身の学習を自己評価する。先生は自分の授業診
断をして、それに基づいて授業、学習を改善す
る。我々の行動のフィードバック効果を大変上手
に使って、それをサポートするためにコンピュー
タといいますか、ソフトウエア・ネットワークシス
テムをご自身を中心にしたお仲間で開発して、10
年改善を重ねてすばらしい効果を上げられたとい
う実践です。
　おひとかただけで、しかも５年ぶりの最優秀
賞ですので、ちょっと中身を紹介させていただき
ますと、中学校の子どもたちが学ぶ情報とコン
ピュータという技術家庭科の必修部門の教育が
ございますが、ＰＣを使って学習するわけです。
この前の授業どうだったかというのがわかるとい
いな。コンピュータがこれだけあるのだから、コ
ンピュータを使って自己評価することはできない
のかと子どもが言ったことを、大地先生がつかま
えて、10 年前７人の仲間を集め情報教育研究会
を作られました。
そのなかのテーマの一つとしてコンピュータ・デ

ジタルポートフォリオを活用する自己評価、２年
間かけてフロッピーベースのソフトを使って、と
にかく自己評価の効果を調べようということで
実践された。子どものほうはおもしろい、もっと
続けたい。先生のほうは子どもを指導しやすい、
一人ひとりの様子がわかるということで、明らか
に授業に対する意欲が増し、学習が改善された。
　しかし、フロッピーですからセットや使い方が
時間がかかってしようがない。それでネットワー
ク化しようということで、お仲間たちが１年かけ
て自己評価のソフト開発をされた。対象としてい
わゆる知識技能型の学力ではなくて、Ａ部門で
も今回、学習意欲であるとか、授業意欲、自信、
よさ、期待、いろいろ出ておりますね。そちらの面、
つまり興味、関心、意欲、態度、創意工夫といっ
たようなものを自己評価して、前の授業の振り返
り、次の授業での目標を設定し、それを伸ばし
ていくというようなやり方をする。そのときに子ど
もの感想も付け加える。そうすると、子どもは授
業時間が来ますと、前の時間を振り返ってこのよ
うに自己評価していた。では、今回このように勉
強しましょう。小単元ごとの自己評価もできます
ので、それも参考にするということで、いよいよ
２年間の先行実践をなさった。その先行実践の
結果、いい結果が得られたので、今度は 14 校、
その研究校以外の学校へ広げて幅広い取り組み
をする。さらに自己評価システムに先生のアドバ
イスを付け加えるようにしたり、先生のほうから
見るとクラス全体の動きが診断できてとてもよく
わかるというようなことになりました。
　さらに進みまして、ネットワーク型の自己評価
ソフトを完成されました。それは一つは学習の
振り返りを洗練させていくのですが、もう一つ、
授業改善診断システムをお作りになる。さらに
BBS を通して子どもと先生、子ども同士のやりと
り、感想が出てくるようになった。ただし、その
ときに自分の成績を人に知られるのはいやなだな
という子どもが出てくる。そうすると、これはき
ちっとセキュリティを考えて、パスワードをつくり、
情報管理に対する能力、気づきも子どもたちが
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高めていく。こういうすばらしい展開がある。し
かも、きちっと満足度などを評価される。その評
価の結果をどのように使ったかということまで付
けたすばらしい報告をいただいて、これはもう最
優秀賞だということで決めさせていただきました。
　要するに 10 年間の共同研究である。生徒と先
生、先生たち同士、その共同研究であるという点、
それから学習の振り返り、授業診断によるフィー
ドバック。そういうフィードバックを支援するシス
テムを自ら仲間で開発され、そして授業を実践さ
れ、その診断に基づいて学習を改善し、授業を
改善されたという点、しかもＢＢＳのようなコミュ
ニケーションのシステムを取り入れて、先生と生
徒、生徒同士のコミュニケーションをサポートし
た。さらに情報管理の面から、情報モラルに関
係しますが、個人情報を尊重するというところの
成果が得られるということで、高く評価をさせて
いただいたわけです。
　Ａ部門とＢ部門との関係ですが、今のものが
授業の振り返りや授業の診断という、先生がい
い授業をすることが大切です。子どもたちがすぐ
れた学習をするための支援機構、ＩＣＴを使うの
はその支援である。そちらだけ一生懸命やって、
肝心の授業そのものがだめなら、いくらサポート
システムがよくてもだめなのです。ということは、
Ａ部門の先生のすばらしい実践、今日も授業と
評価というものがあります。そういうすばらしい
実践をこのＩＣＴなどを使ってサポートするという
ようなときに、さらに大きな効果が出てくるので
はないか。Ａ部門で賞をお取りになった方々が次
回にはＢ部門でＩＣＴを使って、もっと効果を上
げたぞというようなかたちでのご応募などをして
いただいたり、幅広いいろいろな方々がＩＣＴを
使って、今やっている自分の授業をよくした、こ
の処理が効率化して、そのおかげでこれだけ生
徒をとらえる目が育った、授業がよくなった、そ
んな報告が次 と々出てくるとうれしいと思っており
ます。
　Ｂ部門の講評と感想を述べさせていただきま
した。どうもおめでとうございました。

　受賞された先生方、大変おめでとうございま
す。心よりお祝い申し上げます。先ほどの社長か
らのお話にもありましたように、教育改革に向け
て昨年 11 月に中央教育審議会の教育課程部会
からこれまでの審議のまとめが出されました。そ
の後、全国の先生方一人ひとりに生きる力という
８ページのパンフレットが渡されました。こうした
ことは遠山文部科学大臣が「学びのすすめ」と
いうパンフレットを出したとき以来のことです。
ということは教育改革に向けて教育関係者の
並々ならぬ決意が込められているということだと
私は受け止めています。
　３月には新しい学習指導要領が示されますが、
その中身はこのパンフレットの表紙にあるよう
に、「理念は変わりません。学習指導要領が変わ
ります」と二行で示されていました。そのとおり、
その内容が示されるのだと思います。そうしたな
かで理数教育の充実も改善事項の一つです。そ
して理科、数学とも時数の増加が図られます。
もとより、理科では身近な自然や事象にかかわる
学習の実践が強調されてきましたけれども、さら
に科学への関心を高め、科学の方法を学び、科
学の有用性を実感させるなどが強調されていま
す。
　そうした意味で、中学校の最優秀賞を得られ
た群馬の鈴木幸枝先生の実践報告はきわめて今
日的な課題である環境教育の視点に立って身近
な地域のマツ枯れの現象を取り上げ、その解決

審査委員の

講評・所感

小野具彦先生



11

を考えていくという課題解決の視点に立っている
という点で、きわめてすぐれた実践だと思いまし
た。単元の構造が大変明確で、指導計画が大
変しっかりしていました。ぜひ、ほかの単元につ
いても意欲的に取り組まれることを期待したいと
思っています。
　教育改革の視点のなかで通して言われている
一つに、コミュニケーション能力の育成がありま
す。また表現力の向上も重要な視点として取り上
げられています。言うまでもないことですが、不
足しがちな直接体験を補うには読書体験の効果
は絶大であります。そういう意味で読書のすすめ
ということが、今後、小中学校、あるいは高校、
大人にとっても課題であると思っています。
　そういう意味で優秀賞を得られた東京の赤荻
千恵子先生の実践、副校長という立場はきわめ
て多忙な立場です。そういうなかで生徒、教員、
保護者、地域を巻き込んで読書会の設置を働き
かけ、その実施と内容に多大な努力をされたこと
に深く敬意を表したいと思います。
　もう一つの優秀賞を得られた茨城の中村進一
先生の実践、これも今日的な課題、総合的な学
習の時間の充実ということに関連しています。残
念ながらご案内のとおり、今時の改訂でこの時
間の削減が確実になっています。しかし、全国
の学校では知恵を集めて、その充実にエネルギー
を費やしてきたところであり、積み重ねてきた試
行錯誤の成果が実りつつあると私は受け止めて
います。総合的な学習の時間を実践するうえでの
課題を踏まえて、改善の方策として生徒の意欲
を喚起し、目当てを明確に持たせたということ、
それを教師と共有する視点に立っているというこ
と、すばらしい実践だったと思っています。
　以上、私は中学校教育に関わってきましたの
で、中学校の実践について短評を加えさせてい
ただきました。受賞された皆さんのさらなる充実
と発展を祈念申し上げまして終わりにいたします。

　受賞された先生方、おめでとうございます。今
回読ませていただいて、また受賞された先生の
ものを見させていただいて、教科が孤立するの
ではなくて、お互いが関連する、子どもの生活と
関連する、そういう教育を目指しているというこ
とを全体的に僕は感じました。とてもいいことで、
教科の内容をただ伝達すれば、それで終わる。
効果的に伝達することが教育ではなく、子ども
の生活に結び付いて、お互いに関連させながら、
それぞれの教科が生きるようにするということが
全体に行われていると感じました。とてもいいこ
とだなと思っています。それは総合的な学習の
せいでもあるでしょうし、文部科学省が進めてき
た生きる力ということも関係するかと思います。
　それをどんどん進めていただくという意味で、
受賞された先生方の論文はとてもすばらしい、皆
さんに参考にしていただきたいと思います。一方、
ＰＩＳＡの調査であまり成績がよくなかった。僕
は数学ですが、理科、数学にとってよかったなと
思っています。ＰＩＳＡの調査で読解力、応用力
ということが問題になって、その成績があまりよ
くなかったということで、ＰＩＳＡ型の問題の開
発がされつつあるような気がしますが、私はそう
ではなくて、読解力といったら国語とすぐなりま
すが、読解力といっても、数学、理科も読解力
の手段と考える。数学で自然現象、社会現象を
見る、読解する。理科的な観点で社会現象、自
然現象を解明する、読むことも大事ですし、そ

審査委員の講評・所感

杉山 茂先生
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ういうものを読んだところから自分たちの生活を
どう改善していくか、どう学んでいくかというこ
とも大切なことだと思っています。
　そういう意味で、今回の受賞された先生方が
読解力だから国語、応用力だからということでは
ない形に進んでいるのがとてもすばらしいのでは
ないか。同時に、教育全体に起きてほしいこと
ですが、理科、数学もそういう形で、数学、理
科を学ぶときに、あるいはそれぞれの教科を学
ぶときに、自分の生活と自分の生きることに関連
があるなと感じるような教材研究をして、そうい
う教育が行われてほしい。
　ともすると、指導法でこのような効果があった、
うまく教わった、こういう評価をしたらうまくでき
た、そういうことだけではなくて、それも大事な
のだけれども、学んでいるときに自分の生活と
こう結び付いている、自分の生き方にこのように
役立つということが感じられる教育実践がもっと
もっと出てきていただけるとありがたいなと思っ
ています。その参考として今回受賞された先生
方の論文が生きていくのではないかと思って大変
期待しております。本当におめでとうございまし
た。

　どうも皆さん、今日は本当におめでとうござい
ます。私も毎年小中学校の先生方の実践の論文
を読ませていただいて、まだ日本の教育も本当
にこういう先生方だったらまったく問題ないなと

いつも思うのですが、先生方、よくあの忙しいな
かで論文をまとめられた、そういう意味では皆さ
ん方は大変恵まれた方だと私は思っています。
　今朝も産経新聞がかなり大きく取り上げており
ましたけれども、杉並区の和田中学校が問題に
なっていますね。いろいろなことをやりました。
藤原和博氏はリクルートという私企業からいきな
り校長の公募で入ってきて、教育界とはいったい
何だというわけで、全部彼はひっくり返すような
ことをとにかくやり遂げた。今日、産経が一面で
大きく取り上げていたのは、皆さんご存じだと思
いますが、中学校の子どもたちに、特にできる子、
吹きこぼれとか何とか言うそうですが、できる子
どもたちにさらに学校の教室のなかで塾の先生
を呼んで授業をやる。これには学校は全然関わっ
ていないのです。保護者がそのスペースを借りて、
そしてできる子どもたちに塾の先生から授業を
受けるという仕組みを作った。
　これには東京都の教育委員会はかなり反対し
たようですけれども、先ほど伺っていたら、「おお、
いいじゃない、やってみたら」という都知事の
一言で急激に区の教育委員会も認めるところに
なった。これは実はいろいろな問題をはらんでい
るのです。考えてみたら大変な問題が今教育の
現場で起こっている。藤原さんのお書きになった
本を、私はかなり一生懸命読みました。1994 年
くらいから書き始めて、去年の７月にお出しになっ
た『校長先生になろう！』という本は大変衝撃的
な本でして、だれでも校長先生になれる、そし
てこれからは公立校の３分の１、30％はそういう
私企業などの社会経験を豊富に持った方に、本
当は校長というのは免許も何も要らないのです、
だからそういう人が入って、そして冷静、客観的
に今の教育の現状を見て、それを変革していく。
それでなければ教育界の変革はあり得ないとい
う主張ですが、もっともだというところはたくさ
んあります。
　私はそれを読んでいて、非常にびっくりしたの
は先生方があまりにも、いわゆるモンスターペア
レントなどに悩まされ続けていらっしゃる。たと

審査委員の講評・所感

多湖 輝先生
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えば夜中の２時、３時、明け方に平気で電話を
かけてきてくだらないことの相談で延 と々 30 分、
40 分と電話でしゃべりまくる。そういう問題は校
長もみんな巻き添えを喰うわけです。
　いちばん問題なのは都の教育委員会その他い
ろいろあるわけですけれども、そういう行政のさ
まざまな機関が議会、つまり区議会とか市町村
議会とか、あるいは国会でもそうですが、その
議員さんから問い詰められた場合の資料を要求
してくる。あなたのところはいじめはないのか。
とにかく調査して報告しろ。そういうことを調査
して報告して、それを教頭さんが全部引き受ける。
滅茶苦茶な忙しさです。
　先生方には私は教育をやってほしいのです。
そうすれば、もう問題なく学力などつくのです。
そのつまらないことに振り回されるという、この
仕組みをいったいどうやって変えていったらいい
のか。私もまだ教育の現場にいますが、小学校
長などもやってみました。私は３ヶ月に１回くら
いは私の元の同僚たちを集めて徹底的に議論す
る。昨日も東京都の中学校の校長先生を集めた
会がありました。来週は小学校の校長先生を集
めた会がある。そういうところでもっともっと腹
を割って徹底的に議論しなければいけないと思
うのだけれども、なかなかそういう雰囲気にな
らないですね。中央教育審議会に出た先生、み
んなそうですよね。みんなで侃々諤 と々議論する
ということではなくて、なんとなく黙っているうち
にことが運んでいってしまう。こういう体質をな
んとかしないと日本の教育界は根本から変わっ
ていかないのではないか。
　私も非常にいろいろな意味での危機感を持っ
ておりましたが、一つの問題点として、私はこの
間、ちょっと検査入院してみたのですが、本当
にびっくりしました。要するにマニュアル人間ば
かりです。医師というのは人の命を預かっていま
すから、猛烈に世界中で行われる研究、業績、
発表、それに注意していないと、お前、こんな
ことを知らないのかと言われてしまう。そうする
と、どういうことになりますか。だんだん専門化

してくるのです。一般外科で済んだところが、脳
外科、心臓外科、最近は血管外科とか、細部に
わたって細分化して、そのことは専門家だけれど
も、トータルな人間を見られる人がいないのです。
今、病院というのは聴診器一つ当てない。脈一
つ見ない。顔色を見て診断するのではないので
す。データだけです。データによって診断を下す。
　末端の看護婦さんもすごいですよ。入った途
端にちょっと私は手をいじる関係があったので、
足にパチッと、絶対にこれを切らなければ退院
できないというか、そういう足かせみたいなもの
をはめてしまうのです。そして、看護婦さんが入っ
てくると、「規定によりましてお名前をおっしゃっ
てください」「多湖輝」「何歳でいらっしゃいます
か。ああ、そうですか。ちょっと調べさせてもら
います。ああ、多湖輝さん、間違いございませ
んね」。
本当に 10 分か 15 分ですよ。同じ看護婦さんが
来て、「お名前は？」と聞く。「さっきあなた来た
じゃないか」。私のことを覚えていない。「まあ、
おっしゃってください、規定になっていますから」

「多湖輝」「生年月日は？じゃあ、ちょっと拝見さ
せていただきます」。こういう仕組みですよ。
　一つ何か事故が起きると、いわゆるコンプライ
アンスだか何だか知らないけれども、法律とい
うものができて、規制ができて、そしてこういう
報告を求められる。その仕組みですね。これが
猛烈な煩わしさを生んでいる。その状況はいっ
たい誰がどうやって壊していくのか。まだ私が頑
張ると、政治も行政も少し動かせるのではない
かという、その辺りのちょうど中間にいるもので
すから、もうだめだなという感じ、少なくとも私
の生きているうちはちょっと無理かなという気持
ちと、しかし何かやらなければいけないなという
気持ちがある。
　余談になりましたけれども、先生方、そういう
モンスターペアレントへの対応だとか、いろいろ
なことのなかでよくこういうふうな立派な授業の
研究を東書教育賞にお寄せいただいた。そのご
努力は非常に驚くと同時に、これをもっともっと
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広げていかなければいけないと痛感いたします。
それには先生方が本当に勉強をし、研究ができ
る。そして生徒ときっちり向き合える、その環境
をどうやって整備していくのか。そちらのほうに
もっともっと我々は力を尽くしていかなければい
けない。どうぞひとつ先生方、頑張ってください。
どうもありがとう。

　寺﨑でございます。毎年この賞の評価をさせ
ていただいて、そしてこの会に臨むときに毎年思
うのですが、私は日本がいくつか誇れるものが
ありますが、日本の、特に小学校の先生方の力
というか、授業を作っていく力というのは相当世
界的に誇っていいものではないかと思っていま
す。ご承知のように、日本の学校は画一化され
ている。それからあちこちで同じことが教えられ
ている。教科書もまたどの教科書を見ても同じ。
先生たちの教え方も 40 人の子どもに一斉に教え
ているというようなことが言われますね。ところ
がそうではないと思います。なぜか。私は歴史
を研究してきたからです。
　20 世紀に入るあたりから、つまり明治 30 年
代くらいから驚くべき程度の高い授業研究の本が
出ております。それから教師論、これがものすご
く水準の高いものが出ております。そういう水準
の高いもの、蓄積のうえに戦後から 60 年も経っ
てしまったのですが今の教育があるのだと思い

ます。たとえば子どもたちをどう理解するか、こ
の場面でどういう教材を選ぶか、あるいはこの
雰囲気のなかでどういう質問を子どもに投げか
ければよいか。発問の研究とか、教材研究とか、
いろいろ言われる。そのような技術においては、
やはり私は日本の先生方はおそらくほかの国の
先生方にまったく劣らない、いや、もっと僕はす
ごいと思っています。
　先生方のあの論文を読ませてもらうと、いつも
そのことを感じます。確かなものがあると思いま
す。この確かなものとは何か。それは教育実践
なのです。実践があるということです。先生方
はその実践を記録というかたちにおまとめになっ
た。しかし他の先生方のものを見ておりますと、
ときどき実在としての実践がそこにあるのに、そ
れを言葉にし、文章にし、しかも我々のようにまっ
たく関係ない、よく知らない人間が読んで納得で
き、ときにはなるほどと心を打たれる、そういう
ものにまとめる力は、惜しいことに僕はやはり高
くないと思います。
　それはおそらくその部分は実践を形象化する
といいますか、かたちのものにしていく能力のと
ころで、先生方もやはり子どもたちと同じ悩みを
持っていらっしゃると思います。そういう点で毎
年これを読むたびに実践の水準の高さと、それ
からそれを形象化する力がだんだん少しずつ頼
りなくなっているという印象を強く持ちました。
そのことに交互に襲われるのが年末から年始に
かけてでございます。
　先生方、本当におめでとうございました。両方
のお力を持っていらっしゃるということがよくわか
りました。今日はおそらく披露宴以来、みんな
からほめられるときですから、ぜひ楽しんでくだ
さい。

審査委員の講評・所感

寺﨑昌男先生



　皆様、おめでとうございます。私は今年から初
めて審査に加わらせていただきました。それで、
実践論文をたくさん読みまして、特に受賞なさっ
た先生方の論文に感心しました。それは私が考
えてもいなかったことなのですが、ご自分の授
業、あるいは教科だけではなく、いろいろな意
味でつながりを踏まえていらっしゃる。たとえば
他教科とのつながりであるとか、地域とのつな
がり、広い意味で社会、あるいは環境を念頭に
入れての社会とのつながりというように、かなり
広い視点から、しかし着実に自分の生徒たちを
見つめながら実践を行っていらっしゃるという、
この日々の積み重ねについて大変感銘を受けまし
た。
　欲を言うならば、来年度に向けて今度は縦の
つながりといいますか、今年もないわけではな
かったのですが、もう少し数が増えてほしいなと
思いましたのは、小学校から中学校への連結と
いう意味でのつながり。そして、今度は高校へ
向けてのつながりというような、その辺りができ
たらほしいなという欲張りなことを考えました。
　それと同時に、話は飛びますけれども、中
教審ではなく文部科学省の副大臣の肝いりで始
まった子どもを守り育てる体制のための懇談会
が文科省にございまして、昨年の秋から急に急
ピッチでやっているものなのです。それはどうい
うことかといいますと、昨今の特に小学校、中
学校で子どもたちの間にインターネットとか携帯、

これは各国にない現象として子どもたちがもはや
携帯との生活からは切り離せない状態にある、
それがいかに学校現場に入りこんできているかと
いうことから、具体的にはそれをどうするかとい
うことで、こういうなかで先生方がこれまでとは
また違った観点で授業を作っていかなければい
けないということの大変さを思いやる。それと同
時に、そこで非常に専門家から指摘されている
のは、最近言葉を使って人間関係を構築するこ
とができない子どもが増えている。それが大変
不得手であるという指摘がございました。
　これは大変に深刻なことだと思いました。言
葉というのは先ほどコミュニケーションの問題も
出ましたけれども、言葉、コミュニケーションと
いうのはおそらく全教科を通して必要なもので
あって、しかも人間の根幹をつくるものであると
いうことを考えますと、やはりすべての教科にお
いて小学校、中学校を通して言葉でものを考え、
言葉で人と関係を作っていく、言葉で社会とつな
がっていくことのできる子どもたち、生徒をどの
ように育てていくかという、たぶんこれまでにな
い難しい面も出てくるかと思います。今年、読ま
せていただいた論文のレベルから考えると、来
年はまたきっとすばらしい成果が出るだろうと期
待しております。先生方の日々のご努力に対して
心から敬意を表します。今日は本当におめでとう
ございます。

審査委員の講評・所感

鳥飼玖美子先生
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　東書教育賞を受賞になりました先生方、本日
はまことにおめでとうございます。私は小学校の
Ａ部門を中心に感想を述べさせていただきたい
と思います。まず小学校の応募総数が今年度、
大幅に増加しております。これは大変喜ばしい限
りだと思います。これも東書教育賞が全国的に
非常に高い関心を持たれて、そしてまた各学校
で現在、大変な課題になっております学力向上
を目指して授業改善が非常に実践的に、また研
究的に進められている。そのことを物語っている
のではないかと思います。
　応募された論文を教科別に見ますと、主要教
科である国語、社会、算数、理科、これは昨年
よりも大幅に増えております。これは今年の特徴
的なことではないかと思っております。また小学
校における基礎、基本となる主要教科の研究実
践の重要性がいっそうまた認識されている、そ
の証拠ではないかと思います。さらに総合的な
学習、特別活動、これはそれぞれまた増加して
おります。これも教科以外の領域も、また新た
な視点で見直されてきている、その表れではな
いかと思っております。
　さて、最優秀賞を受賞された兵庫県篠山市立
大山小学校の酒井達哉先生、このたびはおめで
とうございます。全校児童 70 名の小規模校に
あって先生は子どもたちに生まれ育った地域を愛
する心を育て、自分に自信を持てるようにするた
め、総合的な学習を核にした実践を重ねてこら

れました。最近の子どもは自然環境に恵まれた
地域にあっても、地域とのつながりや、自然へ
の関心が薄いと言われています。先生は子どもに
つけたい力として、地域や人と関わる力、二つ目
に自分の思いを人に伝える力、三つ目として自分
に自信を持つこと、この三つを設定されて、道徳
との関連で郷土愛を育み、希少価値のある動植
物の栽培を通した感動体験、行政と連携して進
めたビオトーププロジェクト、国語科との関連に
よる表現活動の学習等を総合した発表会である
環境フェスタ、これが地域保護者に大変大きな
感動を与えました。これはまさに総合的な学習
の本来の趣旨を生かした実践的で体験的な活動
であり、他の教科、領域の学習が生かされたす
ばらしい実践であると思います。
　次に優秀賞を受賞された山口県下松市立下松
小学校の浅村芳枝先生です。浅村先生は家庭
科と総合的な学習や社会科とを関連させながら、
身近な生活環境を見直すことから地球全体のこ
とを考えて判断し、行動する力を育てようと実践
されたものです。先生の視野の広さによってこの
ように豊かな学習が展開できることを示していた
だいたすぐれた実践であると思います。
　続いて田邉先生は昨年も最優秀賞を受賞され
ています。昨年に続いての受賞となります。昨年
は歴史にどっぷり浸からせる授業、今年は「『成
りきり』社会科学習のススメ」です。先生はいつ
も子どもたちに本物に触れさせ、そのときの感覚
を大事にしたい、実地体験を通して五感で感じ
取ってほしいと常に考えておられ、地域、保護者、
教育関連施設やさまざまな人 と々の関わりやネッ
トワークを大切にしておられます。先生の研ぎ澄
まされた感覚とありきたりの授業に満足しない執
着心に敬服いたします。
　次に奨励賞を受賞された４名の先生方のなか
で学校経営の立場から受賞された刈谷市立富士
松南小学校の杉浦渉校長先生です。テーマは「教
師の学びを高め、子どもの学びを伸張させる学
校づくり」、これは今学校に求められている重要
な課題であり、教師集団の高まりが、子どもの

審査委員の講評・所感

三上裕三先生
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学びを高める学校経営を着実に実践された校長
としてのリーダーシップに敬服いたします。来年
度、さらに多くの論文が応募されることを期待し
まして感想といたします。おめでとうございます。

　私はＢ部門の担当であります。Ｂ部門はメディ
アのほうなのですが、坂元先生がおっしゃった
ように、我々はこの論文を見たときに、大地先生
の論文はもう即、最優秀賞だと決めさせていた
だきました。その理由は、私の印象だと、とに
かく一生懸命ずっとやってこられたという気持ち
だろうと思います。ＩＴの活用というのはあるの
でしょうけれども、やはり教育にかける情熱とい
いますか、そういうものを非常に印象深く思わせ
ていただきました。
　私は今、先ほど学力の問題が出ておりました
けれども、ＰＩＳＡの分析をちょっとやっておりま
す。フィンランドにまいりまして、ＩＴをどのくら
い使っているのかといろいろなインタビューもし
たり、いろいろなこともやってきました。学力と
どう関係があるのかと聞きましたら、やっぱりＩ
Ｔというのは道具だから、あまり学力としては考
えておりませんという答えが出てきまして、そうだ
ろうと思います。
　ＰＩＳＡの分析結果を見ると、フィンランドとい
う国はＩＴをものすごく使っています。トップクラ
スです。ただ、ＩＴは前面に出ておりません。実

際に行くと、ＩＴはいろいろな教室に全部入って
いるのですが、ＩＴ、ＩＴと言っていないのは、
多分指導力だとかそういうところに重点を置いて
いるからだろうと思います。そういう点で私はＢ
部門の編数は少ないと思いますが、道具はあま
り前面に出てこなくてもいいのではないか。だん
だん透明になってきますので、現実に我々はイン
ターネットをどんどん使っていますし、いろいろ
なものを使ってやっているわけで、そういうもの
が前面に出てくるよりも、やはり教育といいます
か、指導といいますか、愛情といいますか、そ
ういうものがもっともっと前面に出てくる実践で
あってほしいと思っています。
　先ほど多湖先生も和田中学校のことをおっしゃ
いましたけれども、実は私も和田中の藤原先生
と一緒に共同研究をやっておりまして、土曜日に
子どもたちが来るのです。午前中来ておりまして、
私がやっているのは小学６年生が春休み、１月、
２月、３月くらいに事前に適応するために来るの
で昨年やりまして、今年もやっているのです。そ
のときに任天堂のＤＳを使って学力が伸びるかと
いう研究を一緒にやっています。私のところの学
生もちょっと入り込んでやっていまして、今年分
析しますと、確実に伸びているのです。
　その理由はＤＳだからではないだろうと思いま
す。ボランティアで大学生や大学院生のいろいろ
な人が入って、子どもと接していく、そのことが
たぶん学力を高めているのではないだろうかと私
は思っています。そういうことで、いいかどうか
わかりません。細かいことは私はわかりませんが、
少なくとも学力だとか、学校だとかいろいろなと
ころで言われているなかで、何かしたいという気
持ちが私はあるだろうと思って、実際にいろいろ
分析しておりますと、その２ヶ月か３ヶ月の週１回
の経験が中学校に入って非常に学力を伸ばして
いるということもデータとして出ております。そう
いうことで我々はＩＴを道具として使いながら学
力やいろいろな適応やそういうところに役立てて
いきたいと思っております。そんな研究をやりた
いなと思っています。

審査委員の講評・所感

赤堀侃司先生
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　今回の大地先生の実践論文はまさにそのこと
を我々に教えてくれたような気がいたしまして、
大変感銘を受けて３人一同、即、最優秀賞に決
めさせていただいたという経過を報告させていた
だきます。ありがとうございました。おめでとう
ございます。

　受賞された先生方、本当におめでとうござい
ます。私の知人がかつてこの賞をいただきまして、
それも一つの区切りであったとは思いますが、さ
らにそのあと一生懸命されて、そしてその先生が
されていたこと、こちらで賞をいただいたという
ことがもとになって周りの方々が注目されて、そ
して広がっていっている。そういう核になられて、
今までもすでになられていらっしゃると思います
けれども、さらにそれが大きく水面が広がってい
く、今日は一つのまた記念すべき日になるのでは
ないかと思って、期待申し上げています。
　坂元先生が詳しくご解説くださいましたが、大
地先生のお仕事は私の専門と非常に近いところ
なので、そのような立場からちょっと感想を述べ
させていただきますと、ＩＣＴの活用は今すごく
盛んになってきております。そして、また先生方
にご負担をかけてはいけないということから、比
較的すぐ入れるようなもの、たとえばデジタルカ
メラを使うとか、インターネットでいろいろなすぐ
れた情報、役立つ情報を使うというような試みは

数多くございまして、だんだん日常化してきてい
るかと思います。大地先生のすぐれたところはお
そらく日常のなかではデジカメを使われたり、い
ろいろ世の中で流行っていることもされてはいる
と思いますけれども、今回おまとめいただいた
ものについては、比較的みんなが目を向けない、
ＩＣＴに関心のある人でもあまり目を向けない大
変地味なところです。
　それから、文部科学省のほうから昨年の３月
に出てまいりました教員のＩＣＴ活用指導力の項
目を見たときに、大地先生のこのお仕事はどこ
に入るのかなと探してみると、いくつもにも入る、
当てはまるかなと思うと、入るところが、正直申
し上げてズバリはないのです。あえて探すとＡ、
Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅと五つに分かれていますが、Ａ
のなかの１項目とちょっと関係があるという具合
です。つまり比較的飛びつきやすいようなところ
ではなくて、ずっとこの仕事をなされてきた、地
味であまりみんなの目を向けないところをされて
きたというのは、坂元先生のお話にもございまし
たように、大地先生のお仲間の皆様方が子ども
さんの姿からスタートされている、だからＩＣＴ
の流行りが変わっていっても、自分たちはこの
ことをやるのだというものが 10 年続いたという、
その辺りが大変すばらしいなと思いました。
　国際的にも10 年くらい前にポートフォリオを生
徒とつくっていきながら、それを改善するという
ことはまだあまり知られていないことで、日本の
学会でもほとんどそういう発表はございませんで
した。そのころから、もうそれを先見の明があっ
てされていらした。今でこそポートフォリオという
言葉が日本に広がってきましたし、ティーチング・
ポートフォリオなどは特に授業改善につながると
いうことで、だんだん一般化されてきましたが、
それを先生方のお仲間で 10 年も前からずっとな
されてこられたということに大変感動を受けまし
た。
　今年度初めて、私はこの場にいさせていただ
いております。審査というものを初めて体験させ
ていただきました。どのようなものか想像もせず

審査委員の講評・所感

東原義訓先生
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にここに座らせていただいたのですが、皆さん方
のお話を聞かせていただきながら思ったことは、
早くこのＢ部門がなくならないかなという思いで
す。坂元先生の話をはじめＢ部門に関する話を
先生方がされたときに、Ａ部門の方がうなずいて
いらっしゃるのです。よく考えてみれば、Ｂ部門
があるということは不自然なことで、Ａのなかに
Ｂの内容が含まれるものが今後いっぱい出てくる
ということが本来の姿ではないかと思います。
　しかし、現実を見ますと、今日もお席の隣が
寂しいですよね。最優秀賞のお隣がいらっしゃい
ません。まだまだＢ部門の必要性は大切だろう
と思うわけです。ぜひＡ部門の方々が地元といい
ますか、学校にお戻りになられましたら、ご自身
でももちろん結構ですし、お仲間の方にＢのほう
で出してみよう。おれと一緒にまた出そうという
ようにお誘いいただきたいと思います。10 年やら
なくても、１年のすばらしい試みであっても最優
秀賞は出るだろうと思います。
　東書教育賞というものの存在の偉大さ、価値、
日本にとって大変ありがたいことをやっていただ
いているということを実感させていただいたとい
うのが、私は今日ここに初めていさせていただ
いた喜びでございます。この賞をやっていただい
ている多くの方々にお礼を申し上げたいと思いま
す。ありがとうございました。
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あ と が き

財団法人中央教育研究所
所長　水 沼 文 平

　中央教育研究所は、昭和 21(1946) 年 7 月、民間の教育研究機関として設立されました。 戦後の教育
再建の重要性にかんがみ、広く内外における教育の組織・内容・方法等について、基本的・実証的な調
査研究を行うことによって、教育科学の推進、教育現場の発展、文教政策の確立に寄与することを目的
としています。 
　当研究所は、東京書籍から委託を受けまして、1984 年にスタートしました東書教育賞の第 1 回目から
論文の審査を行っております。
　さて、今年の応募状況ですが、応募数も年を重ねるごとに増加しておりまして、今回は 294 編の応募
がございました。部門別には、Ａ部門の「教科指導・学校経営部門」が 270 編、Ｂ部門の「情報通信メディ
ア活用部門」が 24 編でございました。Ｂ部門は昨年より9 編増えておりますがまだまだ少ないのが現状
でございます。現場ではＢ部門に関する論文作成の不慣れなこともあるようですので来年度からは「実践
論文の書き方」に関するガイダンスを応募要項に付記したいと考えております。
　今回の応募論文の特徴としまして、教科や総合とか経営といった領域には収まらない教科横断的な課
題や小中高校の関連といったものが増え、また従来はあまり見られなかった教育行政関係者の応募が出
てきております。これは教育の大きな変換期を迎えていること、東書教育賞が行政の方 も々含めた教育界
に歓迎されていることの現れであると喜んでおります。
　審査は、従来どおり一次審査と最終審査の二段階で行いました。まず、一次審査は、東京教育研究
所の主任研究員の先生方を始め教職経験の豊かな先生方、大学の先生方に教科・領域毎にご検討を頂
き、Ａ部門では 20 編、Ｂ部門では 6 編を選定いたしました。最終審査では審査員の先生方全員で 1 編
ずつ丁寧に評価をしていただきました。このような経緯を経て、最優秀賞 3 編、優秀賞 4 編、奨励賞 10
編を選定いたしました。
　応募原稿の作成につきましては、論文の分量を12,000 字以内で、まとめていただくことをお願いしてお
りますが、一次審査で高い評価を得られた論文の中には、この枠をかなり越えて、選定できなかったも
のもございました。次回からのご応募の際には、この点に是非、ご留意いただくことをお願い申し上げます。


